
共創メ ッ セージ コ メ ント 　 福祉総務課　 地域福祉係　 副主幹　 三室 智吉

デジタ ルを活用し た避難支援モデルの構築
株式会社建設システム × 静岡市福祉総務課 ｜所在地　 〒420-0853 静岡県葵区追手町5-1　 静岡庁舎新館14階（ 静岡市保健福祉長寿局 健康福祉部福祉総務課） ｜メ ールアド レ ス  fukushisoumu@city.shizuoka.lg.jp｜担当者　 三室 智吉 2026年3月現在

長期アウト カ ムは、地域ぐ る みで要支援者の避難を 支える 共助が確立さ れる こ と です。実現に向けて、紙の名簿など に分散し ている 要

支援者の情報をアプリ で一元化し 、 居場所やニーズを常時把握できるよう にし ます。情報更新や共有の負担を減ら し 、 支援者が自分の役割

を理解し たう えで、 リ アルタ イ ムに避難支援を提供でき る体制を整備し ます。情報の一元化は支援の到達範囲を広げ、 情報のリ アルタ イ ム

共有は支援のタ イ ミ ン グと 質を高めます。アプリ を 活用する こ と で、支援者の募集や継続参加が安定し ます。こ う し た成果が連鎖し 、長期

アウト カ ムにつながり ます。共助の文化が育まれる こ と で、要支援者が安心し て暮ら せる 社会の実現を 目指し ます。

総合防災アプリ「 ク ロ スゼロ 」に避難支援機能を 追加し 、支援者登録、要支援者の避難

経路や配慮事項の登録、支援者の安否や活動可否、要支援者の安否・ 誘導状況の記録・

共有をアプリ で一元化し ます。備蓄管理や掲示板、ハザード マッ プ、避難所情報と 連携し 、

発災前から 情報をリ アルタ イ ムで共有し て支援のタ イ ミ ングと 質を高めます。紙の名簿

作成や配布作業が不要になっ て支援者の心理的負担や行政の業務負荷を 減ら し ます。

数万人が利用する プラ ッ ト フ ォ ームを 活用する こ と で導入のハード ルを 下げ、 地域

ぐ る みで支援の実行性を 高めていき ます。

機能拡充による情報統合と リ アルタ イ ム共有

制度理解と 参加率を高めるため、 自治会や自主防災組織向けに説明会や勉強会を開催

し ます。そこ で、 制度の目的と 支援者の役割を 伝えます。また、 地域の支援者登録を

促し 、要支援者への支援体制を向上さ せていきます。

アプリ 操作ガイ ド ラ イ ンやマニュ アルを整備し 、 スマホ操作に不安のある高齢支援者

には職員や KEN TEM スタ ッ フ が伴走支援を行います。自治会へのヒ アリ ン グやアン

ケート で課題を把握し 、 地域の声を反映し て仕組みを改善し ます。また、 活動の成果や

エピソ ード を共有し 、共助への共感を育んでいきます。

制度の普及啓発と 支援者育成

対象と し ている社会課題 

イ ンパク ト 戦略

取組内容

インパクト サマリー

行政は毎年、避難行動要支援者になり う る可能性のある方のう ち 6000 名に連絡し 、そのう ち 1000 名ほどから 返事をいただいています。

その内容をも と に、約 1000 自治会分の名簿を 作成し 、紙で取り まと めて配布し ています。し かし 、こ のよ う な紙の仕組みでは情報更新に

手間がかかり ます。また、制度に登録済みの要支援者のう ち 、支援者を 確保でき ている のは 16％にすぎません。さ ら に、紙の仕組みでは

リ アルタ イ ムで安否や支援状況を 共有でき ないため、災害時の支援のタ イ ミ ン グや質にも 差が生じ てし まいます。こ のよう な情報管理の

遅れや担い手不足、支援の質のばら つき は、要支援者の安全を 脅かす社会課題と なっ ています。

静岡市福祉総務課の担当と し て、 災害時に自力で避難するこ と が難し い市民の皆さ んを 支える仕組みを 強化し たい

と 考えていま す。紙の名簿に頼っ た現行制度では運用の負担が大き く 、 情報の更新や共有が遅れがち です。本プ ロ

ジェ ク ト では、総合防災アプリ「 ク ロ スゼロ 」を 活用し て要支援者や支援者の情報を 統合し 、リ アルタ イ ムに状況を

把握でき る よ う にし ま す。支援者の役割を 明確にし 、 地域全体で支え合う 文化を 育んでいき たいと 考えていま す。

多く の自治会、福祉サービス事業者、民生委員の皆さ まにご理解と ご協力をいただき 、と も に安心安全なまちをつく り

まし ょ う 。
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私たちは「 テク ノ ロジーの力で命と 暮ら し を守る」を使命に、備蓄管理や安否確認、掲示板やチャ ッ ト 、ハザード マッ プ

など複数の機能を備えた総合防災アプリ を提供し てきまし た。今回、 静岡市と 連携し 、 避難行動要支援者避難支援制度

をデジタ ル化する機能を「 ク ロスゼロ」に追加し ます。平時から コ ミ ュ ニケーショ ンを取り 合う こ と で、 地域で支え合う

意識が高まり 、 担い手の継続参加につながり ます。長期的には他地域にも 展開し て日本中の共助を支えていき たいと

考えています。デジタ ルが苦手な方にも 寄り 添っ たサポート を 行いますので、 多く の自治会や団体にご参加いただ

けたら 嬉し いです。

めざす社会的な成果を明確にし 、辿り 着く ための道筋を表し た「 社会的イ ンパク ト をう みだす設計図」
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